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会社概況＆経歴

 社名 関東アセチレン工業株式会社

 創業 1959年（昭和34年）

 資本金 6000万円

 事業内容

溶解アセチレン、溶解アセチレン容器多

孔質物、各種高圧ガス容器検査及び各種

高圧ガス容器廃却処理

 所在地 群馬県渋川市中村1110

Tel 0279-22-3102 Fax 0279-22-3104

http://www.kak.jp/ c2h2@kak.jp

 社員数 27名

 工場 敷地：11,500㎡ 建物：5,000㎡

 認証対象範囲 上記全組織、全活動

 環境管理責任者 常務取締役 松下勝美

担当事務局連絡先 工場長 石坂文昭

 1959年 資本金3,000万円にて設立

 1963年 高多孔度溶解アセチレン容器

（粉粒マス）を開発、生産開始する

 1965年 固形マス工場完成稼働開始

 1966年 資本金6,000万円に増資

 1975年 容器処理工場完成稼働に入る

 1983年 ＬＰＧ容器処理設備及び試験設備完工

 1986年 アセチレン発生設備完成

 1993年 群馬県知事表彰（高圧ガス保安関係）

 1997年 通商産業大臣表彰（高圧ガス災害防止）

 2007年 エコアクション21 認証取得

 2011年 全国危険物安全協会表彰

 2017年 バルク貯槽処理認定取得(日本溶接工業会)

 2018年 容器保安功労賞受賞(日本産業・医療ガス協会）

２



ご挨拶

当社は1959(昭和34)年に設立され、以来今日までアセチ
レン容器、アセチレンガス、アセチレン容器屑化の3つの
事業を柱に発展してまいりました。
容器事業に於いては、1963(昭和38)年に我が国で最初に
多孔質で軽量なコカライトマスを開発してこれを事業化し、
安全で能率のよい溶解アセチレン容器を世に大量に送り続
け、また2006(平成18)年にノンアスベストマスを開発し
て、時代の要請に合った製品を、お届けしてまいりました。
カーバイドからアセチレンを発生させて充填するガス事業
では、北関東地域への販売のみならず海外容器へのガス充
填も行っております。屑化処理は全国から集まる廃却容器
を安全かつ環境に配慮した方法で行い、リサイクルする形
で処理しております。
おかげさまで皆様のご信頼を頂き、今日に至っております。
引き続き皆様の一層のご愛顧、ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

代表取締役社長 鈴木 実
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循環型資源として
鉄鋼メーカーへ

循環型資源として
非鉄金属業者へ

何故エコアクション21なのか？

残ガス回収

バルブ外し

有機溶剤回収

切断

多孔質物取出し

プレス

鉄屑

当社は高圧ガス、高圧ガス容器の製造といった
化学工業を事業とする会社です。

原材料をはじめ、取扱う有害物は数多くあり
製品の製造工程で大量の熱エネルギーを必要とす
るために大量の化石燃料を消費します。
そのため当社は早くからメーカーの責務として古
くなった使用済溶解アセチレン容器の回収に取組
み、使用済容器の鉄、非鉄金属は循環型資源とし
て再生利用しております。

有害物の取扱、エネルギー利用の効率化、化学工
業会社であるからこそ、環境と事業の共存への取
組は企業の使命と考えます。
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環境経営方針

関東アセチレン工業株式会社は

溶解アセチレン、溶解アセチレン容器

の製造などの事業活動において、自然

環境との調和を図り、環境の保全に配

慮した取組みを継続的に推進します。

１． 私たちは、環境目標を定め環境保全に全員参加で取
組みます。

２． 私たちは、環境負荷を低減するために、廃棄物の削
減、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推
進し、環境保全に配慮した工場の建設に取組みま
す。

３． 私たちは、環境関連法令等を遵守するとともに環境
汚染物質の低減を推進します。

４． 私たちは、環境保全に関する意識の向上を図るため
教育等の啓発活動を実施します。

５． 私たちは、環境方針を公表するとともに、地域社会
とのコミュニケーションを図ります。

制定日 2006年3月12日
改定日 2020年3月12日

関東アセチレン工業株式社
代表取締役社長 鈴木 実
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SDGｓの取り組み

当社では、持続可能な社会の実現を目指し、SDGｓ活動に取り組みます。

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物排出量の削減

③ 総排水量の削減

④ 化学物質管理の徹底

⑤ 自らが生産・販売・提供する
サービスに関する環境配慮
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環境経営目標

① 二酸化炭素排出量の削減 ⇒ 前年度実績に対して0.5％削減

中長期目標（2019年度実績）に対して2.5％削減

② 廃棄物排出量の削減 ⇒ 前年度実績に対して0.5％削減

中長期目標（2019年度実績）に対して2.5％削減

③ 総排水量の削減 ⇒ 前年度実績に対して0.5％削減

中長期目標（2019年度実績）に対して2.5％削減

④ 化学物質使用量 ⇒  管理の徹底

⑤ 自らが生産・販売・

提供するサービスに ⇒ ノンアスベストマスの普及と中古容器回収

関する環境配慮

※原単位での数値目標
※中長期目標の期間は５年間（2020年度から2024年度の5年間）
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環境経営計画

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物排出量の削減

③ 総排水量の削減

④ 化学物質使用

⑤ 自らが生産・販売・提供するサービスに関する環境配慮

・冷暖房施設の空調温度の適正化・表示、清掃を徹底。
・照明・機器の不要電源オフの推進を実施。

・不要な梱包材の不使用 ・分別ルールの徹底 ・裏紙使用ルールの徹底など。

・漏水の防止の徹底（メーター確認）・節水表示（水道・トイレの節水）

・対象物質を安全衛生法・PRTR法に則り管理の徹底

・ノンアスベストマス容器生産 ・中古容器回収 ・ＤＭ・ＦＡⅩでの顧客への周知
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環境経営計画の取組結果とその評価①

・昨年度実績に対して生産量が増した為売上も増加し、原単
位で昨年比約7％の減少になり、目標を達成致しました。
設備の効率的な運用と使用後のスイッチOFFなどが浸透
してきた結果、削減できた要因とも考えられます。

※総二酸化炭素排出量は884,503.58 kg-CO²

・昨年度実績に対して原単位で昨年比約5％の増加になり目
標値を達成できませんでした。
要因としてアセチレン容器の廃却処理を多く行った事が起
因致します。 ※総排出量137,174ｋ

ｇ

・昨年度実績に対して原単位で昨年比約31％の削減になり目標を
達成致しました。
昨年より生産量は増加しましたが、工業用水の供給用元弁を絞り
使用量削減活動を行った結果、生産に支障がない為、実施を継
続した事が削減に繋がりました。
しかし上水の使用量が増加した為、継続的に使用量削減活動を
行ってまいります。 ※総排水量227,425㎥
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③ 総排水量の削減

② 産業廃棄物排出量の削減

① 二酸化炭素排出量の削減
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環境経営計画の取組結果とその評価②

④ 化学物質使用の管理の徹底

⑤ 自らが生産・販売・提供するサービスに関する環境配慮

・当社で使用している化学物質を正しく、安全に取り扱えるように、安全衛生法、PRTR法
に則り管理の徹底を実施しております。
また、各種化学物質について、各課使用量の見直しや使用する材料等の選定を図り、
管理の徹底を継続致します。

・中古容器を安全、安心に処理を行えるように、各部署で連携を取りながら作業を実施致し
ました。ノンアスベストマスの販売も継続して進めています。
また、中古容器の再資源化を行い、SＤＧｓ活動を積極的に取り組む事で、人と環境に
優しい地域づくりを行います。
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次年度の取り組み内容

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物排出量の削減

③ 総排水量の削減

④ 化学物質管理の徹底

⑤ 自らが生産・販売・提供するサービスに関する環境配慮

・単年度目標、中長期目標の見直しを行ったので計画に沿って行動できるように推進する。
・各課使用量の見直しや省エネルギー機器を導入するなど二酸化炭素排出量の削減に向けて継続的改善を図る。

・中古容器であるアセチレン容器の再資源化処理を推進する。
・梱包材は引き続き軽減できるよう関連会社と連携する。

・設備の冷却水や生産時の水の使用量を削減する。
・漏水の防止の徹底（メーター確認）・節水表示（水道・トイレの節水）

・作業効率、生産工程を継続して見直し、安全衛生法・PRTR法に則り管理の徹底をする。
・化学物質が含まれていない原材料の調査する。

・「より安全・安心に」をテーマに各サービスを継続する。
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環境関連法令

法令名 該当環境側面 該当要求事項

環境基本法 事業全般 ・公害防止

・リサイクル など

廃棄物処理法 ・一般廃棄物

・特別管理産業廃棄物

・適正な分別・保管・処理

・法令順守

・特別管理産業廃棄物責任者の選任 など

大気汚染防止法 ・ボイラー運転 ・定期検査はされているか

・取扱いは適正か など

水質汚濁防止法

（ダイオキシン類対策特別措置法）

・アセチレン洗浄施設の水質排水 ・排水基準値を超えていないか

・排水基準の順守

・公害防止管理者の選任 など

騒音規制法 ・空気圧縮機・送風機使用時など ・規制基準が遵守されているか

・騒音測定はされているか など

振動規制法 ・プレスなどの使用時など ・規制基準が遵守されているか

・適用される新しい法規はないか

・公害防止管理者が選任されているか など

ＰＲＴＲ法 ・溶剤注入 ・第1種指定化学物質の排出量と移動量の把握

など

法令の遵守状況：環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘もございません。
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1993年10月 群馬県知事表彰（高圧ガス保安関係）

1997年10月 通商産業大臣表彰（高圧ガス災害防止）

2004年11月 群馬県産業支援機構による

『1社1技術』事業所認定

2007年 4月 群馬労働局より労働安全衛生法にもとづく

『快適職場推進計画』事業場認定
2011年6月 全国危険物安全協会表彰
2018年6月 容器保安功労賞受賞(日本産業・医療ガス協会）

社会への貢献

当社は今日まで、溶解アセチレンメーカーとして、また日本で初めて軽量高多孔度な溶解アセチレン容器（容器内
多孔質物）を開発したパイオニアとして地域はもとより高圧ガス業界ならびに社会の保安確保に貢献をつづけてま
いりました。

溶解アセチレン容器は東南アジア、中近東を初め世界各国へ累計180万本余り輸出し安全な容器として高い評価
を得てまいりました。また、真空浸炭炉用の容器や高純度化に向けて技術開発を進めております。
さらに、従来とは異なる非アスベストの新型溶解アセチレン容器の開発にもいち早く成功し高圧ガス保安協会が実
施する性能試験にも合格しました。環境負荷を考えた製品の開発にも継続して取組を続けております。

これらの活動を通じ、これまで幾多の表彰等の栄誉にも預かってまいりましたがその一例もご紹介させていただ
きます。
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代表者による全体評価

代表取締役社長 鈴木 実
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廃棄物の削減が未達成となりましたが、これは生産量の増加とアセチレン容器再資源化
が増えたことによるものです。各環境項目の目標に対し、引き続き活動を継続していき
ます。
また、今年度はエコアクション21の活動に、SDGsの取り組みを加えました。SDGsはよ
り広く社会で取り組まれており、SDGsの視点でエコアクションを捉えることで、我々の
取り組みを顧客や株主、取引先等のステークホルダーに伝えやすくなりました。


